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さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｘ
パ
ウ
ダ
ー
の
イ
オ
ン
交
換
イ

メ
ー
ジ
を
図
３
に
示
す
。

2・2
　 

A
D
O
X
パ
ウ
ダ
ー
の
添
加
率
及
び
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
性
能

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
は
、
前
述
の
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
に
対
し
て
重
量
比
で

二
〇
%
の
A
D
O
X
パ
ウ

ダ
ー
を
添
加
し
た
も
の
を

基
本
製
品
と
し
て
い
る
。

品
質
と
し
て
は
、
以
下
の

①
〜
③
の
品
質
規
格
を
満

足
し
て
お
り
、
A
D
O
X

パ
ウ
ダ
ー
を
二
〇
%
添
加

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
従
来
の
品

質
を
有
し
て
い
る
。
一
例

と
し
て
、
表
1
に
②
の
品

質
規
格
試
験
結
果
を
示
す
。
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N
E
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C
O
構
造
物
施
工
管
理
要
領
「
ひ
び
割
れ
注
入

工
法
用
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
ひ
び
割
れ
注
入
材
の
品
質
規

格
一
種
」

③ 

N
E
X
C
O
構
造
物
施
工
管
理
要
領
「
鉄
筋
防
錆
材
の

性
能
照
査
」

3  

ひ
び
割
れ
注
入
材
に
使
用
し
た
暴
露
試

験
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

3・1
　
暴
露
試
験
の
概
要

　

暴
露
試
験
場
は
北
海
道
増
毛
町
に
あ
る
日
本
海
に
面
し
、

常
時
塩
分
が
飛
来
す
る
環
境
に
お
い
て
、
ひ
び
割
れ
が
あ

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
模
擬
し
た
供
試
体
を
用
い
て
実

施
し
た
。

　

供
試
体
は
、
内
径
一
〇
〇
㎜ 
、
高
さ
二
〇
〇
㎜ 
の
硬
質

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
（
V
P
）
を
型
枠
と
し
て
、
長
さ

一
五
〇
㎜ 
の
異
形
鉄
筋
D
13
を
塩
ビ
管
の
側
面
中
央
に

水
平
に
設
置
し
て
作
製
し
た
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
後
、
脱
型

を
行
わ
ず
に
気
中
に
て
二
八
日

間
封
緘
養
生
し
、
割
裂
載
荷
に
よ

り
鉄
筋
の
直
角
方
向
に
〇
・
二
〜

〇
・
六
㎜ 
の
ひ
び
割
れ
を
発
生
さ

せ
、
暴
露
を
開
始
し
た
。
供
試
体

の
作
製
概
要
を
図
4
に
示
す
。

　

暴
露
開
始
後
、
鉄
筋
の
自
然
電

位
が
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ 

Ｃ 

８
７
６
の
飽

和
硫
酸
銅
基
準
で
示
さ
れ
る

「
九
〇
％
以
上
の
確
率
で
腐
食
あ

り
」
と
判
定
さ
れ
る‒350m

v

よ
り
卑
の
値
を
示
し
た
こ

と
を
確
認
後
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
ひ
び
割

れ
に
注
入
し
て
暴
露
を
継
続
し
、
そ
の
鉄
筋
の
腐
食
抑
制

効
果
を
自
然
電
位
測
定
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。

3・2
　
試
験
結
果

　

図
5
に
は
、
供
試
体
三
検
体
を
平
均
し
た
自
然
電
位
の

測
定
結
果
を
示
す
。
暴
露
直
後
は‒100m

v

程
度
の
値
を

示
し
て
い
た
が
、
暴
露
開
始
後
の
自
然
電
位
は
徐
々
に
卑

の
傾
向
と
な
り
、
暴
露
約
一
年
半
に
お
い
て‒350m

v
よ

り
卑
の
値
を
示
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
ひ
び
割
れ
に
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
注
入
し
た
。

　

ひ
び
割
れ
注
入
後
の
自
然
電
位
は
増
加
し
、
鉄
筋
腐
食

の
可
能
性
が
あ
る‒350m

v

よ
り
も
貴
の
値
を
示
し
た
。

そ
の
後
も
自
然
電
位
は
貴
の
傾
向
と
な
り
、
注
入
後
八
年

超
、
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
筆
者
ら
は
同
様
な
供
試
体
を
用
い
た
室
内
促
進

試
験
に
よ
る
、
A
D
O
X
パ
ウ
ダ
ー
を
添
加
し
て
い
な
い

図 4　供試体作製概要

図 3　ADOXパウダーのイオン交換イメージ図

図 5　自然電位測定結果

表 1　品質規格試験結果の一例

試験項目 試験値 規格値

未硬化
樹脂

粘度（×10-3）   Pa･s 330 1,000以下

収縮率 % 2 3.0以下

硬化
樹脂

付着強さ
N/mm2

乾燥面 8.1 6 以上

湿潤面 7.2 3 以上

付着力耐久性保持率　 % 94 60以上

：水酸化物基本層

：硝酸イオン（NO3-）

：塩化物イオン（CI-）

コンクリート ハイブリッドエポキシ樹脂
ひび割れに注入

エポキシ樹脂でコーティング

200mm

100mm

ひび割れ
塩ビ管

鉄筋腐食後
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1 

は
じ
め
に

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
は
、
海
洋
か
ら

の
飛
来
塩
分
や
冬
季
に
散
布
さ
れ
る
凍
結
防

止
剤
な
ど
の
外
来
塩
分
、
ま
た
洗
浄
不
十
分
な

海
砂
の
使
用
に
よ
る
内
在
塩
分
の
影
響
に

よ
っ
て
鉄
筋
は
腐
食
し
、
ひ
び
割
れ
や
剥
落
な

ど
の
塩
害
劣
化
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
塩
害

劣
化
に
対
す
る
補
修
に
は
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の

無
機
系
材
料
に
塩
分
吸
着
材
や
亜
硝
酸
リ
チ

ウ
ム
な
ど
の
鉄
筋
防
錆
性
能
を
有
し
た
材
料

を
添
加
し
た
補
修
材
料
が
広
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
補
修
材
料
と
し
て
多
様
な
用
途

で
用
い
ら
れ
る
有
機
系
材
料
を
使
用
し
た
同

様
な
補
修
材
料
は
少
な
い
。

　

我
が
社
は
、
有
機
系
材
料
で
あ
る
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
に
塩
分
吸
着
材
（
以
下
、
A
D
O
X
パ
ウ

ダ
ー
）
を
添
加
し
た
塩
害
対
策
用
コ
ン
ク
リ
ー

ト
補
修
材
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
」

を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
実
績
を
上
げ
で

い
る
。
本
材
料
は
、
塩
害
環
境
下
に
お
い
て
発

生
し
て
い
る
ひ
び
割
れ
へ
の
自
動
式
低
圧
注

入
工
法
に
お
け
る
「
ひ
び
割
れ
注
入
材
」、
ま
た
塩
害
を

受
け
た
箇
所
の
断
面
修
復
工
法
に
お
け
る
「
プ
ラ
イ
マ
ー

及
び
鉄
筋
防
錆
材
」
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
使
用
イ
メ
ー
ジ
を
図
1
と
図
2
に
示
す
。

　

な
お
、本
材
料
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
（
塩

分
吸
着
型
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
材
）」
と

し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
（H

K
-170005-V

R
）
し
て

い
る
材
料
で
あ
る
。

2 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
概
要

2・1
　
構
成
材
料

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
は
、
二
液
混
合
型
熱
硬

化
性
の
硬
質
形
低
粘
度
形
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
と
、
層
状
複
水

酸
化
物
の
一
種
で
あ
り
、
層
間
に
塩
化
物
イ
オ
ン
（
Cl－
）

を
取
り
込
み
、
保
持
し
て
い
る
硝
酸
イ
オ
ン
（
NO3－
）
と
イ

オ
ン
交
換
す
る
性
能
を
持
つ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｘ
パ
ウ
ダ
ー
で
構
成

ハイブリッドエポキシ樹脂
～塩分吸着型エポキシ樹脂
　コンクリート補修材～

日本国土開発株式会社

山内　　匡
古田　雅和
正久　史徳

図 2　塩害対策断面修復工法のイメージ図

図 1　塩害対策ひび割れ注入工法のイメージ図
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さ
れ
て
い
る
。
Ａ
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Ｘ
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イ
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イ
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を
図
３
に
示
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脂
の
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能

　

ハ
イ
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リ
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ド
エ
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樹
脂
は
、
前
述
の
エ
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キ
シ

樹
脂
に
対
し
て
重
量
比
で

二
〇
%
の
A
D
O
X
パ
ウ

ダ
ー
を
添
加
し
た
も
の
を

基
本
製
品
と
し
て
い
る
。

品
質
と
し
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は
、
以
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の

①
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③
の
品
質
規
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を
満

足
し
て
お
り
、
A
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X

パ
ウ
ダ
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二
〇
%
添
加

し
た
こ
と
に
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も
、

エ
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キ
シ
樹
脂
従
来
の
品

質
を
有
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る
。
一
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、
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に
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結
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試
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結
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暴
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場
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増
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町
に
あ
る
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面
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、

常
時
塩
分
が
飛
来
す
る
環
境
に
お
い
て
、
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。
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、
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、
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、
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後
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は
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体
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進
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、
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図 4　供試体作製概要

図 3　ADOXパウダーのイオン交換イメージ図

図 5　自然電位測定結果

表 1　品質規格試験結果の一例

試験項目 試験値 規格値

未硬化
樹脂

粘度（×10-3）   Pa･s 330 1,000以下

収縮率 % 2 3.0以下

硬化
樹脂

付着強さ
N/mm2

乾燥面 8.1 6 以上

湿潤面 7.2 3 以上

付着力耐久性保持率　 % 94 60以上

：水酸化物基本層

：硝酸イオン（NO3-）

：塩化物イオン（CI-）

コンクリート ハイブリッドエポキシ樹脂
ひび割れに注入

エポキシ樹脂でコーティング
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100mm

ひび割れ
塩ビ管

鉄筋腐食後
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現 場
代 理 人
レポート

　本地区は、岐阜県の南西部に位置し、一
級河川揖

い

斐
び

川沿いの大垣市ほか 6町にまた
がる受益面積4,928haの県内有数の農業地
帯です。本地区では、水稲を中心に、水田
の畑利用による小麦、大豆等の栽培のほか、
ブロッコリー、富有柿等の高収益作物を組
み合わせた農業が展開されています。
　本地区の基幹的農業水利施設は、国営西
濃用水土地改良事業（昭和43年度～昭和58
年度）により造成され、国営西濃用水第二
期土地改良事業（平成21年度～平成26年度）
により一部の施設が改修されましたが、未
改修の施設については老朽化による漏水等
の性能低下が生じているほか、頭首工等の
一部施設については必要な耐震性を有していない状況です。
　このため、本事業では老朽化した施設の改修と併せ大規模地震を考慮した耐震対策を行い、農業
用水の安定供給と農業水利施設の維持管理の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に
資することを目的としており、本工事はその一環として実施するものです。
　工事内容は、緊急輸送道路指定の県道下のボックスカルバート（L＝54m）へのあと施工せん断
補強鉄筋工等による耐震化対策、目地補修及び止水バンドによる水路補修工L=897mを行うもので
す。非かんがい期に限られた工期であり、綿密な工程管理が重要となるため、監督職員との報連相
を密に行い工事を進めております。引き続き施工管理を徹底し、無事故・無災害で工事を完成でき
るよう努めて参ります。

西濃用水第三期土地改良事業
西部幹線水路平尾第三暗渠
耐震化対策他補修工事

現場代理人

（写真左） TSUCHIYA株式会社

土木部上級課長代理　石原　　豊
監督職員

（写真右） 東海農政局　西濃用水第三期農業水利事業所

工事課長 山下　伸行

監督職員からのエール

　本工事は、国営西濃用水土地改良事業（昭和43年度～ 58年度）で造成された西部幹線水
路のうち、岐阜県不破郡垂井町平尾地内に埋設されているボックスカルバートと管水路の耐
震化対策及び目地補修や止水バンドによる老朽化対策を実施するものです。
　本工事は水路内での工事期間が11月～ 3月に制限されている中で、施工延長も約1kmと長
いうえ、工事内容も多工種であることから、非常に工程管理の難しい現場となっております。
　このような工事で、現場代理人の石原所長は、これまでの経験を活かし、監督職員との連
絡を密に取りながら、的確な人員配置により工程計画どおり進めるとともに、本地区の工事
安全管理対策協議会の会長として他の工事も含め安全管理の徹底にも努められており頼もし
い限りです。
　今後とも引き続き安全第一で工事完成を迎えら
れるようよろしくお願いいたします。

　（注：令和 7年 2月受稿。本工事は令和 7年 3月に完成しました。）

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
と
比
較
し
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
の
適
用
効
果
に
つ
い
て
、
既
往
の
論
文
で
報
告
し
て

い
る
。
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断
面
修
復
工
の
プ
ラ
イ
マ
ー
及
び
鉄
筋

防
錆
材
に
使
用
し
た
実
施
工
結
果

4・1
　
実
施
工
の
概
要

⑴
対
象
構
造
物

　

対
象
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
は
、
昭
和
三
十
七

年
に
供
用
さ
れ
た
側
道
橋
で
あ
る
。
海
岸
か
ら
の
距
離
が

三
〇
m
程
度
と
近
く
、
常
時
飛
来
塩
分
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
環
境
に
あ
る
。
側
道
橋
の
地
覆
部
全
体
に
主
筋
に

沿
っ
た
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
錆
汁
も
確
認
さ
れ
た
。
は

つ
り
出
し
た
か
ぶ
り
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
の
塩
化
物
イ

オ
ン
量
は
六
・
三
五
㎏ 
/
㎥ 
で
あ
っ
た
。
施
工
前
の
劣
化

状
況
を
写
真
1
に
示
す
。

⑵
施
工
概
要

　

施
工
箇
所
は
地
覆
部
全
体
と
し
、
表
層
か
ら
鉄
筋
裏
ま

で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
深
三
五
㎜ 
程
度
ま
で
は
つ
り

取
っ
た
。
鉄
筋
は
デ
ィ
ス
ク
サ
ン
ダ
ー
と
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ

シ
を
併
用
し
た
ケ
レ
ン
を
施
し
た
。そ
の
後
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
は
つ
り
面
及
び
鉄
筋
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
を
〇
・
二
五
㎏ 
/
㎡ 
塗
布
し
、
一
般
的
な
ポ
リ
マ
ー

セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
で
修
復
し
た
。
は
つ
り
取
り
後
の
鉄

筋
及
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
布
後
の
状
況
を

写
真
2
及
び
写
真
3
に
示
す
。

4・2
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

　

施
工
七
年
二
か
月
に
お
い
て
実
施
し
た
打
音
検
査
や
外

観
（
写
真
4
）
に
異
常
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。
外
来
塩
分

な
ど
に
よ
る
塩
害
を
受
け
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
塩
害
補
修
、
特
に
断
面
修
復
工
法
に
お
い
て
は
、
無
機

系
材
料
を
使
用
し
、
こ
れ
に
塩
分
吸
着
材
や
亜
硝
酸
リ
チ

ウ
ム
な
ど
の
鉄
筋
防
錆
性
能
を
有
し
た
材
料
を
添
加
し
た

補
修
材
料
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
「
プ
ラ
イ
マ
ー
及
び
鉄
筋
防
錆
材
」
へ

の
適
用
は
、
本
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
も
含
め
て
、
十
分
な

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

5 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
我
が
社
の
技
術
P
R
と
し
て
、
塩
害
対
策

用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
材
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
」
の
概
要
、
ま
た
「
ひ
び
割
れ
注
入
材
」
や
、
断
面
修

復
工
法
の
「
プ
ラ
イ
マ
ー
及
び
鉄
筋
防
錆
材
」
と
し
て
使

用
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
鉄
筋
腐
食
抑
制
効
果
に
つ
い
て
は
、
室
内

に
よ
る
促
進
試
験
で
長
期
的
な
効
果
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ

を
取
得
済
で
す
が
、
実
際
の
暴
露
環
境
に
お
け
る
効
果
検

証
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
目
的
に
、
追
跡
調
査
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
」
は
、
凍
結
防
止
剤

の
影
響
に
よ
り
塩
害
が
懸
念
さ
れ
る
橋
梁
床
版
補
修
に
お

い
て
も
、
床
板
複
合
防
水
工
法
の
「
浸
透
系
防
水
材
」
と

し
て
の
使
用
実
績
が
あ
り
、
今
後
も
多
様
な
用
途
で
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真 1　側道橋地覆の施工前劣化状況

写真 2　はつり取り後の鉄筋状況

写真 3　塩分吸着型エポキシ樹脂塗布後の状況

写真 4　側道地覆の施工後（ 7年 2か月後）状況
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